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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２またはそれ以上のネットワーク間での複数のアドレス・アクセスを可能にすることを
容易にする方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）に関連するホーム・エージェントへのプロキシ・モバイル・インタ
ーネット・プロトコル（ＰＭＩＰ）登録を用いて、前記ＵＥを、第１のネットワークへア
タッチさせることと、
　前記第１のネットワークの登録を維持しながら、前記ホーム・エージェントへのＰＭＩ
Ｐ登録を用いて、前記ＵＥを第２のネットワークへアタッチさせることと、
　前記ホーム・エージェントへのＰＭＩＰ登録が期限切れになっているか否か、および、
前記ＵＥが、新たな非登録トラッキング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出
するか否か、を判定することと、
　前記ＰＭＩＰ登録が期限切れになっておらず、かつ、前記ＵＥが新たな非登録トラッキ
ング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出しなければ、再登録を実行すること
なく、前記ＵＥが、前記第１のネットワークと前記第２のネットワークとの間で、シグナ
リングが生成されないモードであるアイドル・モードで移動できるようにすることと、
　前記ＵＥへ向けられたダウンリンク・データ・パケット、あるいは、前記ＵＥからのア
ップリンク・データ・パケットのうちの少なくとも１つであるデータの一部を受信するこ
とと、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在する前記Ｕ
Ｅへ、前記データの一部を送信することとを備え、
　前記ＵＥが存在するネットワークは、前記ＵＥからの受信されたアクティブ・モード・
インジケーション、あるいは、前記ＵＥからの受信されたページ応答のうちの少なくとも
１つによって識別される方法。
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【請求項２】
　前記データの一部が、前記ダウンリンク・データ・パケットである場合さらに、
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークにおいて前記ＵＥをページする
ことと、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在するＵＥか
ら、前記ページ応答を受信することと、
　前記ページ応答が受信されたネットワーク内のＵＥへ、前記ダウンリンク・データ・パ
ケットを送信することと
を備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データの一部が前記アップリンク・データ・パケットである場合さらに、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在するＵＥか
ら、前記アクティブ・モード・インジケーションを受信することと、
　前記アクティブ・モード・インジケーションが受信されたネットワーク内のＵＥと通信
することと
を備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のネットワークは、３Ｇネットワークであり、前記第２のネットワークは、Ｃ
ＤＭＡ２０００ネットワークである請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークは、３Ｇネットワーク、ＣＤＭ
Ａ２０００ネットワーク、およびＵＭＴＳネットワークの組み合わせである請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークへの前記ＵＥのアタッチメント
、および、前記ホーム・エージェントへの登録に基づいて、追加のシグナリングなしで、
前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの少なくとも１つ内でアイ
ドル・モードにある前記ＵＥを、全体にわたってトラックすることをさらに備える請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　前記アクティブ・モード・インジケーションまたは前記ページ応答のうちの少なくとも
１つを受信することに基づいて、プロキシ・バインディング更新（ＰＢＵ）を前記ホーム
・エージェントへ送信することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＰＢＵは、前記ＵＥが存在しないネットワークに関するＰＭＩＰ登録を削除する請
求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＥからアイドル・モード・インジケーションを受信することに基づいて、前記ホ
ーム・エージェントへＰＢＵを送信することをさらに備える請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＰＢＵは、前記ＵＥが存在しないネットワークに関するＰＭＩＰ登録を追加する請
求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークは、３ＧＰＰアクセス・ネット
ワークあるいは非３ＧＰＰアクセス・ネットワークのうちの少なくとも１つである請求項
１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＰＭＩＰプロトコルは、ゲートウェイと前記ホーム・エージェントとの間で有効で
ある請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
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　３ＧＰＰパケット・データ・ネットワーク・ゲートウェイ（ＰＤＮ　ＧＷ）にＰＭＩＰ
ホーム・エージェントが含まれる請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ゲートウェイは、３ＧＰＰサービス提供ゲートウェイ、非３ＧＰＰゲートウェイ、
あるいはイボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）のうちの少なくとも
１つである請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第１のネットワークまたは第２のネットワークを介してユーザ機器（ＵＥ）と通信する
ように構成された通信装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合されている少なくとも１つのプロセッサとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ユーザ機器（ＵＥ）に関連するホーム・エージェントへのプロキシ・モバイル・インタ
ーネット・プロトコル（ＰＭＩＰ）登録を用いて、前記ＵＥを、第１のネットワークへア
タッチさせ、
　前記第１のネットワークの登録を維持しながら、前記ホーム・エージェントへのＰＭＩ
Ｐ登録を用いて、前記ＵＥを第２のネットワークへアタッチさせ、
　前記ホーム・エージェントへのＰＭＩＰ登録が期限切れになっているか否か、および、
前記ＵＥが、新たな非登録トラッキング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出
するか否か、を判定し、
　前記ＰＭＩＰ登録が期限切れになっておらず、かつ、前記ＵＥが新たな非登録トラッキ
ング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出しなければ、再登録を実行すること
なく、前記ＵＥが、前記第１のネットワークと前記第２のネットワークとの間で、シグナ
リングが生成されないモードであるアイドル・モードで移動できるようにし、
　前記ＵＥへ向けられたダウンリンク・データ・パケット、あるいは、前記ＵＥからのア
ップリンク・データ・パケットのうちの少なくとも１つであるデータの一部を受信し、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在する前記Ｕ
Ｅへ、前記データの一部を送信する
ように構成され、
　前記ＵＥが存在するネットワークは、前記ＵＥからの受信されたアクティブ・モード・
インジケーション、あるいは、前記ＵＥからの受信されたページ応答のうちの少なくとも
１つによって識別される通信装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記データの一部が、前記ダウンリンク・データ
・パケットである場合、
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークにおいて前記ＵＥをページする
ことと、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在するＵＥか
ら、前記ページ応答を受信することと、
　前記ページ応答が受信されたネットワーク内のＵＥへ、前記ダウンリンク・データ・パ
ケットを送信することと
を提供するように構成された請求項１５に記載の通信装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記データの一部が前記アップリンク・データ・
パケットである場合、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在するＵＥか
ら、前記アクティブ・モード・インジケーションを受信することと、
　前記アクティブ・モード・インジケーションが受信されたネットワーク内のＵＥと通信
することと
を提供するように構成された請求項１５に記載の通信装置。
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【請求項１８】
　前記第１のネットワークは、３Ｇネットワークであり、前記第２のネットワークは、Ｃ
ＤＭＡ２０００ネットワークである請求項１５に記載の通信装置。
【請求項１９】
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークは、３Ｇネットワーク、ＣＤＭ
Ａ２０００ネットワーク、およびＵＭＴＳネットワークの組み合わせである請求項１５に
記載の通信装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のネットワークおよび前記第２のネット
ワークへの前記ＵＥのアタッチメント、および、前記ホーム・エージェントへの登録に基
づいて、追加のシグナリングなしで、前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワ
ークのうちの少なくとも１つ内でアイドル・モードにある前記ＵＥを、全体にわたってト
ラックするようにさらに構成された請求項１５に記載の通信装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記アクティブ・モード・インジケーションまた
は前記ページ応答のうちの少なくとも１つを受信することに基づいて、プロキシ・バイン
ディング更新（ＰＢＵ）を前記ホーム・エージェントへ送信するようにさらに構成された
請求項１５に記載の通信装置。
【請求項２２】
　前記ＰＢＵは、前記ＵＥが存在しないネットワークに関するＰＭＩＰ登録を削除する請
求項２１に記載の通信装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥからアイドル・モード・インジケーショ
ンを受信することに基づいて、前記ホーム・エージェントへＰＢＵを送信するようにさら
に構成された請求項２２に記載の通信装置。
【請求項２４】
　前記ＰＢＵは、前記ＵＥが存在しないネットワークに関するＰＭＩＰ登録を追加する請
求項２３に記載の通信装置。
【請求項２５】
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークは、３ＧＰＰアクセス・ネット
ワークあるいは非３ＧＰＰアクセス・ネットワークのうちの少なくとも１つである請求項
１５に記載の通信装置。
【請求項２６】
　前記ＰＭＩＰプロトコルは、ゲートウェイと前記ホーム・エージェントとの間で有効で
ある請求項２５に記載の通信装置。
【請求項２７】
　３ＧＰＰパケット・データ・ネットワーク・ゲートウェイ（ＰＤＮ　ＧＷ）にＰＭＩＰ
ホーム・エージェントが含まれる請求項２６に記載の通信装置。
【請求項２８】
　前記ゲートウェイは、３ＧＰＰサービス提供ゲートウェイ、非３ＧＰＰゲートウェイ、
あるいはイボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）のうちの少なくとも
１つである請求項２７に記載の通信装置。
【請求項２９】
　２またはそれ以上のネットワーク間での複数のアドレス・アクセスを可能にする無線通
信装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）に関連するホーム・エージェントへのプロキシ・モバイル・インタ
ーネット・プロトコル（ＰＭＩＰ）登録を用いて、前記ＵＥを、第１のネットワークへア
タッチさせる手段と、
　前記第１のネットワークの登録を維持しながら、前記ホーム・エージェントへのＰＭＩ
Ｐ登録を用いて、前記ＵＥを第２のネットワークへアタッチさせる手段と、
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　前記ホーム・エージェントへのＰＭＩＰ登録が期限切れになっているか否か、および、
前記ＵＥが、新たな非登録トラッキング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出
するか否か、を判定する手段と、
　前記ＰＭＩＰ登録が期限切れになっておらず、かつ、前記ＵＥが新たな非登録トラッキ
ング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出しなければ、再登録を実行すること
なく、前記ＵＥが、前記第１のネットワークと前記第２のネットワークとの間で、シグナ
リングが生成されないモードであるアイドル・モードで移動できるようにする手段と、
　前記ＵＥへ向けられたダウンリンク・データ・パケット、あるいは、前記ＵＥからのア
ップリンク・データ・パケットのうちの少なくとも１つであるデータの一部を受信する手
段と、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在する前記Ｕ
Ｅへ、前記データの一部を送信する手段とを備え、
　前記ＵＥが存在するネットワークは、前記ＵＥからの受信されたアクティブ・モード・
インジケーション、あるいは、前記ＵＥからの受信されたページ応答のうちの少なくとも
１つによって識別される無線通信装置。
【請求項３０】
　機械に結合されているときにコンピューティング機械を制御する装置で、無線通信ネッ
トワーク中で前記コンピューティング機械を制御するための装置であり、かつ、２または
それ以上のネットワーク間での複数のアドレス・アクセスを可能にすることを容易にする
ように動作可能な装置であって、
　前記装置は、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、ユーザ機器（ＵＥ）
に関連するホーム・エージェントへのプロキシ・モバイル・インターネット・プロトコル
（ＰＭＩＰ）登録を用いて、前記ＵＥを、第１のネットワークへアタッチさせるように制
御する手段と、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記第１のネットワ
ークの登録を維持しながら、前記ホーム・エージェントへのＰＭＩＰ登録を用いて、前記
ＵＥを第２のネットワークへアタッチさせるように制御する手段と、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記ホーム・エージ
ェントへのＰＭＩＰ登録が期限切れになっているか否か、および、前記ＵＥが、新たな非
登録トラッキング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出するか否か、を判定す
るように制御する手段と、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記ＰＭＩＰ登録が
期限切れになっておらず、かつ、前記ＵＥが新たな非登録トラッキング・エリアを受信す
るエリアへ移動したことを検出しなければ、再登録を実行することなく、前記ＵＥが、前
記第１のネットワークと前記第２のネットワークとの間で、シグナリングが生成されない
モードであるアイドル・モードで移動できるように制御する手段と、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記ＵＥへ向けられ
たダウンリンク・データ・パケット、あるいは、前記ＵＥからのアップリンク・データ・
パケットのうちの少なくとも１つであるデータの一部を受信するように制御する手段と、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記第１のネットワ
ークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在する前記ＵＥへ、前記データの一
部を送信するように制御する手段とを備え、
　前記ＵＥが存在するネットワークは、前記ＵＥからの受信されたアクティブ・モード・
インジケーション、あるいは、前記ＵＥからの受信されたページ応答のうちの少なくとも
１つによって識別される装置。
【請求項３１】
　前記データの一部が、前記ダウンリンク・データ・パケットである場合さらに、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記第１のネットワ
ークおよび前記第２のネットワークにおいて前記ＵＥをページするように制御する手段と
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、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記第１のネットワ
ークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在するＵＥから、前記ページ応答を
受信するように制御する手段と、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記ページ応答が受
信されたネットワーク内のＵＥへ、前記ダウンリンク・データ・パケットを送信するよう
に制御する手段と
を備える請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記データの一部が前記アップリンク・データ・パケットである場合さらに、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記第１のネットワ
ークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在するＵＥから、前記アクティブ・
モード・インジケーションを受信するように制御する手段と、
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記アクティブ・モ
ード・インジケーションが受信されたネットワーク内のＵＥと通信するように制御する手
段と
を備える請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記第１のネットワークは、３Ｇネットワークであり、前記第２のネットワークは、Ｃ
ＤＭＡ２０００ネットワークである請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークは、３Ｇネットワーク、ＣＤＭ
Ａ２０００ネットワーク、およびＵＭＴＳネットワークの組み合わせである請求項３０に
記載の装置。
【請求項３５】
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記第１のネットワ
ークおよび前記第２のネットワークへの前記ＵＥのアタッチメント、および、前記ホーム
・エージェントへの登録に基づいて、追加のシグナリングなしで、前記第１のネットワー
クまたは前記第２のネットワークのうちの少なくとも１つ内でアイドル・モードにある前
記ＵＥを、全体にわたってトラックするように制御する手段をさらに備える請求項３０に
記載の装置。
【請求項３６】
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記アクティブ・モ
ード・インジケーションまたは前記ページ応答のうちの少なくとも１つを受信することに
基づいて、プロキシ・バインディング更新（ＰＢＵ）を前記ホーム・エージェントへ送信
するように制御する手段をさらに備える請求項３０に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ＰＢＵは、前記ＵＥが存在しないネットワークに関するＰＭＩＰ登録を削除する請
求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記装置が前記機械に結合されているときに、前記機械に対して、前記ＵＥからアイド
ル・モード・インジケーションを受信することに基づいて、前記ホーム・エージェントへ
ＰＢＵを送信するように制御する手段をさらに備える請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記ＰＢＵは、前記ＵＥが存在しないネットワークに関するＰＭＩＰ登録を追加する請
求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記第１のネットワークおよび前記第２のネットワークは、３ＧＰＰアクセス・ネット
ワークあるいは非３ＧＰＰアクセス・ネットワークのうちの少なくとも１つである請求項
３０に記載の装置。
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【請求項４１】
　前記ＰＭＩＰプロトコルは、ゲートウェイと前記ホーム・エージェントとの間で有効で
ある請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　３ＧＰＰパケット・データ・ネットワーク・ゲートウェイ（ＰＤＮ　ＧＷ）にＰＭＩＰ
ホーム・エージェントが含まれる請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記ゲートウェイは、３ＧＰＰサービス提供ゲートウェイ、非３ＧＰＰゲートウェイ、
あるいはイボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）のうちの少なくとも
１つである請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　記録された非一時的なプログラムコードを有する非一時的なコンピュータ読取可能媒体
であって、
　前記プログラムコードは、
　ユーザ機器（ＵＥ）に関連するホーム・エージェントへのプロキシ・モバイル・インタ
ーネット・プロトコル（ＰＭＩＰ）登録を用いて、前記ＵＥを、第１のネットワークへア
タッチさせるプログラムコードと、
　前記第１のネットワークの登録を維持しながら、前記ホーム・エージェントへのＰＭＩ
Ｐ登録を用いて、前記ＵＥを第２のネットワークへアタッチさせるプログラムコードと、
　前記ホーム・エージェントへのＰＭＩＰ登録が期限切れになっているか否か、および、
前記ＵＥが、新たな非登録トラッキング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出
するか否か、を判定するプログラムコードと、
　前記ＰＭＩＰ登録が期限切れになっておらず、かつ、前記ＵＥが新たな非登録トラッキ
ング・エリアを受信するエリアへ移動したことを検出しなければ、再登録を実行すること
なく、前記ＵＥが、前記第１のネットワークと前記第２のネットワークとの間で、シグナ
リングが生成されないモードであるアイドル・モードで移動できるようにするプログラム
コードと、
　前記ＵＥへ向けられたダウンリンク・データ・パケット、あるいは、前記ＵＥからのア
ップリンク・データ・パケットのうちの少なくとも１つであるデータの一部を受信するプ
ログラムコードと、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークのうちの１つに存在する前記Ｕ
Ｅへ、前記データの一部を送信するプログラムコードとを備え、
　前記ＵＥが存在するネットワークは、前記ＵＥからの受信されたアクティブ・モード・
インジケーション、あるいは、前記ＵＥからの受信されたページ応答のうちの少なくとも
１つによって識別される非一時的なコンピュータ読取可能媒体。
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